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平成27年６月橋本市議会定例会会議録（第２号）その８ 

平成27年６月22日（月） 

                                           

                                        

○議長（中本正人君）順番７、14番 岡君。 

〔14番（岡 弘悟君）登壇〕 

○14番（岡 弘悟君）恐らく、本日最後の一

般質問になると思います。お疲れのところで

すけども、お付き合いよろしくお願いいたし

ます。 

 今回は大項目、大きい項目が二点です。一

点目は、下水道事業認可区域の取り扱いにつ

いて。二点目は、地域と行政が連携した買い

物支援事業をめざしてという、この二点なん

ですけども、特に、この一点目については、

過去に一、二回、一般質問させていただいた

んですけども、非常に自分自身は問題やと思

っている部分なので、この一点目はちょっと

厳しくいかしていただきたいと思います。 

 早速、ちょっと読ませていただきます。 

 １番、下水道事業認可区域の取り扱いにつ

いて。 

 本市下水道事業の認可区域は、平成17年に

指定されたエリアであります。この認可区域

というものは、ある程度の計画性をもって指

定されるものだと考えますが、本市において

は、既に10年の歳月が流れ、さらには認可区

域内の工事の完成まで、まだ何年もかかる状

態であります。本市を取り巻く状況が大きく

変わったことは理解しておりますが、この認

可区域というものには合併浄化槽などの補助

金などが関係しており、接続に関しても今さ

らといった市民感情が芽生えるのは当然のこ

とだと感じます。 

 それらの点を踏まえ、これからの下水道事

業、現在の認可区域の取り扱いについて、以

下、質問いたします。 

 ①現在の状態で、認可区域内の下水道工事

が完了するには何年必要なのかお教えくださ

い。残事業の金額と、現在の年間工事予算ベ

ースで結構です。 

 ②基本的に認可区域というものは、完成ま

で何年計画のもとに指定されるものなのか。

そして、認可区域内の工期が大幅に遅れるよ

うな場合には、その指定を解除することはで

きないか、お教えください。 

 ③さきにも述べましたが、認可区域の指定

を受けると、当該地区の住民は合併浄化槽の

補助が受けられなくなります。もちろん、下

水道工事など工期のかかる工事においては、

完成まで数年かかるので、合併浄化槽の補助

を受けられる人、受けられない人が出るのは

仕方ないにしても、本市のような状態で補助

されないのは問題と感じますが、いかがお考

えでしょうか。 

 ④今後の検討課題として、接続率とコスト

削減を考えるなら、下水道事業そのものの見

直しが必要であると考えます。さらには、今

後住民が支払うコストについても、高くなる

懸念があると私は考えます。それらの現状を

踏まえ、本市下水道事業が、どの範囲で必要

なのかを見きわめる時期ではないかと考えま

すが、いかがでしょうか。 

 大項目の２番です。 

 地域と行政が連携した買い物支援事業をめ

ざして。 

 本市で、車、公共交通機関を使わずに買い

物ができる地域は限られています。多くの小

規模な個人商店は店を閉め、大型店舗に至っ

ても撤退などにより、多くの地域で買い物が

できない空白地となっています。さらに高齢

化が拍車をかけ、本市で買い物空白地域を拡
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大させております。 

 そこで、地域と行政が連携して行う、タブ

レット端末を使った買い物支援事業に注目し

てはいかがでしょうか。基本的に、タブレッ

ト端末を使うことが難しい高齢者などを行政

と地域住民が連携し、手助けするといった手

法であり、市内の小規模商店、大型店舗等と

契約し、宅配便で品物を届けるといったサー

ビスです。市内商業店舗の売り上げにも貢献

でき、利用者にも多くの利便性をもたらすシ

ステムだと思いますが、いかがでしょうか。 

 以上二点です。明確な答弁、よろしくお願

いいたします。 

○議長（中本正人君）14番 岡君の質問項目

１、下水道事業認可区域の取り扱いに関する

質問に対する答弁を求めます。 

 上下水道部長。 

〔上下水道部長（大倉一郎君）登壇〕 

○上下水道部長（大倉一郎君）一点目の、現

認可区域の下水道工事の完成年数についてお

答えします。 

 現認可区域における残事業費を積算すると、

現在価格で約51億円の面整備が残っています。

仮に、現在の年間工事予算約４億円ベースで

進めますと、認可区域が全て完了するまでは、

約13年の期間となる見込みです。 

 二点目の、認可計画の期間、認可区域の指

定の解除についてお答えします。 

 現認可区域は、平成25年度に見直しを行い、

計画期間は平成26年度から平成30年度までの

５年間となっていますが、本市の財政事情等

により大幅な遅れが生じているのが現状です。 

 一方、本市下水道は、九度山町、かつらぎ

町とともに汚水処理を行う流域関連公共下水

道事業であり、和歌山県が策定した上位計画

である、紀の川流域下水道（伊都処理区）事

業計画と整合を図りながら、整備を進めてい

ます。 

 なお、本市認可計画の工期が今後大幅に遅

れるような場合には、住民の皆さまの意見等

を取り入れながら、県、２町とも協議し、認

可区域の変更を行い、一部解除することが可

能です。 

 三点目の、認可区域内において、合併浄化

槽の助成が受けられないことについてお答え

します。 

 認可区域内では、循環型社会形成推進交付

金交付要綱、和歌山県浄化槽設置整備事業費

補助金交付要綱、及び橋本市浄化槽設置整備

事業補助金交付要綱により、合併浄化槽の助

成を受けることはできません。現状では、認

可区域に入っていながら下水道整備に時間が

かかる一方、合併浄化槽の助成も受けられな

い状況にある方々がいます。このため、少し

でも早く下水道整備を進めることが下水道に

携わる者の責務であると考えていますが、整

備期間が長期にわたり、認可区域の見直しが

必要となる場合は、県、２町と協議し、住民

の同意を得て認可区域の追加や解除を行って

まいりたいと考えています。 

 四点目の、下水道事業における今後の検討

課題についてお答えします。 

 本市は、平成25年度から公共下水道接続促

進助成金を創設するとともに、接続助成金創

設の際は、未接続建物に対する個別訪問を行

う等の啓発活動も実施し、接続率の向上を図

ってきました。結果、平成26年度末において、

整備済区域内の接続率は人口比で81.2％とな

っています。 

 しかしながら、平成27年１月27日付総務大

臣通知により、公共下水道事業の公営企業会

計適用を求められています。本市公共下水道

においても適用への準備を進めていますが、

企業会計を適用することは、独立採算制での

下水道経営となるため、下水道使用料に影響

が現れてくると思われます。 
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 現時点、計画区域全体の面積変更は紀の川

流域下水道事業の経営計画に影響を及ぼすこ

とから困難ですが、今後、認可区域に指定し、

事業を実施する際には、接続要望の多い地区

を優先的に事業化するなど、費用対効果を考

慮しつつ、コストの削減にも取り組んでいき

ます。これらのことを考慮しながら、今後と

も整備を進めてまいりたいと考えています。 

○議長（中本正人君）14番 岡君、再質問あ

りますか。 

 14番 岡君。 

○14番（岡 弘悟君）ありがとうございまし

た。 

 まず、小項目の１番から行かせてもらいま

す。 

 残が51億円で、だいたい４億円ぐらいの予

算で、４億円といっても４億円なかったんか

な。ぐらいで予算が組まれて、約13年かかる。

ここで一点、確認したいんですけども、今の

認可区域に指定されたのが平成17年で約10年

間、そして、今後、最終認可区域の円の中を

工事が終わるまで、10年足して23年間、つま

り、23年間は今の認可区域は終わらないとい

う、データ、簡単に言えばそうですよね。僕

の聞いていることはそうやし、部長の答えて

いることもそうなんですけど、だから、１番、

これはこれでええんです。確認したかったん

で。 

 ただ、今２番、すごくいいことというか、

すごいことをさらりと言っていただいたんで

すけども、これ、住民の理解得たら解除して

いくという方向で部長は考えておられるとい

うことですよね。これ、さらりとおっしゃい

ましたけども、今までこれ、なかなかしても

らえなかったんです。僕は解除していかなあ

かんよ、これはもう本当に地域住民にとって

もマイナスになるんで、解除していかないと

地域の住民の方が補助金もらえないと。下水

道来へんのに、自分で補助金ももらえずに浄

化槽入れて、しかも、じゃあ下水道いつ来る

んですかと聞いたらわからないというような、

何かとんでもないような話が今までずっとま

かり通っておったんですよ。 

 その、まかり通ってた話は、僕はずっと以

前も一般質問させてもらったとき、いや、そ

れはおかしいでしょという話で、ただ、なか

なかできへんというようなお話を聞いて、い

ろいろ考えたんですけど、そうなんかな、自

分で調べたら、いやいやそんなこともないん

違うかなと言いながら質問させてもうたんで

すけど、部長、さらりとお答えいただいて、

じゃあ、住民の理解をいただいたら解除して

いく方向ということなんですね。ちょっと確

認のために一点。 

○議長（中本正人君）上下水道部長。 

○上下水道部長（大倉一郎君）今、議員のお

ただしがありましたけども、認可区域を本当

に解除できるのかと。私の先ほどの答弁で、

解除できますというようなことで答弁をさせ

ていただきましたけども、この下水道事業に

ついても、今現在、和歌山県の位置付けとい

うのは、全国の位置付けからしますとワース

ト２位という形の下水道整備の事業の整備率

になっておるんですけども、橋本市の場合に

おきましては、整備率が約50％を超えてます

ので、非常に全国の平均からいきますと、約

中間ぐらいになるんかなと。橋本市だけを考

えればです。和歌山県全体を考えれば、ワー

スト２位という形になっております。 

 ただし、今後、全国で整備が進んできまし

て、更新時代を迎えているというようなとこ

ろも出てきています。それで、平成31年には、

独立採算である企業会計にも下水道事業が移

行していかんなんというような時代に入って

きてます。よって、認可区域を見直すという

のは、九度山、かつらぎ、１市２町の広域関
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連の事業でありますので、以前は見直しは非

常に難しいというところがありましたけども、

こういう企業会計にも移行していくという点

において、認可区域の見直し、この計画区域

の見直し自体は広域の事業関係の関連で非常

に難しいんですけども、認可区域の見直し、

解除というのは、浄化槽の助成を受けられな

いという方が、非常に私も声をよく聞きます

ので、非常に迷惑かけておると思いますので、

下水道整備が毎年事業費が多くて進んでいく

んであれば、５年間で認可区域は終わるよう

な計画で進んでいけるのであればいいんです

けども、市の財政状況も厳しい中で、こうい

う徐々に進んでいっておるというので、質問

の認可区域を解除できるかということについ

ては、今後、解除をしていきたいと、こう考

えております。 

○議長（中本正人君）14番 岡君。 

○14番（岡 弘悟君）ありがとうございます。 

 これはなかなか難しい問題を、かなり踏み

込んで前へ進めていただいたと思ってます。

すごく感謝しております。 

 ただ、感謝の反面というか、二本立てでち

ょっとこれ、僕、一般質問考えさせてもうと

ったんで、一本目の柱はそれですごく前向い

て進んだし、これからの下水道事業について、

補助金を受けられない方が受けれるようにな

るというのは、本当に公平性を保つために、

すごく良かったことやと思います。 

 ここで、一点だけ確認したいんですけど、

今後13年かかる認可区域の円を５年に縮めた

としても、外れた地域の方は、結局５年後に

また新たに組み直すんやから、自分ところの

家の前に下水道が来る工期というのは変わら

ないですよね。ですよね。外したからといっ

て、自分とこの家の前に来る下水道が遅くな

ることはないですよね。予算ベースが決まっ

てるんやから。そうですよね。円は外へ外へ

広がっていくんやから、一番外の端におる人

の円が小さくなったとしても、また新たに含

まれるということは、つまり13年後に来る人

は、外れたとしても13年後に来るということ

ですよね。その確認しておかないと、住民の

方は、外れたら遅れると思ってしまいますの

で、その確認、ちょっと一点。 

○議長（中本正人君）上下水道部長。 

○上下水道部長（大倉一郎君）この認可区域

が外れるという形になりましても、この認可

区域を外すことにつきましては、１市２町と

県の同意、地元の同意も必要になってくるん

ですけども、また、新たに認可区域を入れて

いくということも可能ですので、その点で、

13年先になるんかというようなご質問でござ

いますけども、あくまで認可区域に入れば、

できるだけ５年から７年で、認可区域の入る

ところについては実施をしていきたいなと、

こう考えております。 

○議長（中本正人君）14番 岡君。 

○14番（岡 弘悟君）ちょっと僕の聞き方が

悪かったかな。 

 例えば、10年の円がありますよね。そした

ら、この10年の円のエリアは、５年に例えば

縮めて、半分のエリアに縮めますよね。でも、

この半分に、最初にあった10年のこのエリア

というのは、結局は10年後に、このエリア全

部完了するということですよね。だから、認

可区域を５年に縮めたからといって、この最

初の10年の円が大きくなるということはない

でしょう。さらに時間がかかるということは

ないでしょう。つまり、工期は変わらないで

すよね。そういうことでしょう。 

 結局、だから外れたからといって、自分と

この家の前に来る下水道が遅れるわけではな

いんですよ。結局、待ってても10年かかると。

待ってる間に10年かかるんやから、それはそ

の間に家建てる人は、補助金もらわれへんか
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ら外さなあかんという話を僕は根本しておる

ので、部長も理解していただいていると思う

ので、これはこれでいいんですけども、ほん

で、もう一点お聞きしたいんですけども、前

に聞いたときに、法的にいろいろ難しいとか、

いろんな話をお聞きしたんです。そしたら、

今、何か法的に変わったんですか。だから解

除できるんですか。それとも、そうじゃなく

て以前も解除できたんやけども、なかなか難

しいと。その難しい壁を、今、これじゃあか

んから乗り越えていこうかという話でやって

くれるのか。その辺、大事な話なんですよ、

これ。 

○議長（中本正人君）上下水道部長。 

○上下水道部長（大倉一郎君）以前が解除で

きたのかというようなご質問ですけども、以

前につきましては、流域の公共下水道という

ような関係もございまして、認可区域の枠に

ついても、計画区域の枠でも一緒ですけども、

計画区域の中に認可区域という枠があるんで

すけども、認可区域についても、流域の伊都

浄化センターのほうへ流入する汚水量の関係

も出てきます。その関係で、非常に難しいと

いうような面がありました。 

 それで、法改正がなったのかというような

ことでございますけども、下水道法では認可

という言葉がなくなりました。ただし、都市

計画法において、下水道事業をする場合は、

都市計画法に基づく認可の手続きが必要だと

いうことで、都市計画法では認可という言葉

が残っております。 

 それで、下水道法では認可は、言葉はなく

なったんですけども、都市計画法では認可と

いう言葉が残っておりますので、現在も認可

区域という言葉は残っております。 

○議長（中本正人君）14番 岡君。 

○14番（岡 弘悟君）ありがとうございます。 

 ちょっと答えにくいことなんかもしれない

ですけど、自分自身は法的にはあまり変わっ

てないんかなという認識のもとで質問させて

もうとるんです。で、そういう認識のもとで

自分は話を進めさせていただきますけども、

ちょっと３番なんですけどね。一、二年の工

期の遅れは、例えば５年の円の中で、いや、

１年、２年遅れて、その円が７年かかります

よというのはわかります。計画どおりには進

まないので。 

 でも、もう一点、もうズバッと言わしても

うたら、もう既に10年たっておるんですよ。

それは急に予算下がったんですかね。違うで

しょう。だいたい僕、話聞いてたときから、

予算ベースはどんどん下がってきて、工期は

どんどん伸びる傾向にありましたよね。その

時点で、下水道の計画、認可区域の計画が遅

れるというのは、僕、正直わからなあかんと

思うんですよ。 

 つまり、５年ではできない、７年ではでき

ないというのは計画性の中でわからなあかん

はずなんです。実際10年たって、まだあと13

年かかるという話をしておるんですよね。と

いうことは、早よ外したったら補助金もらえ

た人いっぱいいませんか。何でそれをしてな

かったんかという話なんですよ。今から外し

ていただくのもすごい労力要るし、すごい大

事なことです。それももちろんひとつ大事。

でも、その横に同じぐらい大事なのは、じゃ

あ何で早く外さへんかったんかなという疑問

がある。今から、これから今後の13年の中で

外してもらっていただける人はおるけども、

じゃあ、この過去10年間の間にもらえれへん

かった人もおるんですよ。 

 つまり、計画がある程度遅れた時点で、い

や、この認可の区域はこんだけ縮めましょう

というたらできたんであれば、多くの方が補

助金もらえたんです。補助金の額で、ちょっ

といろいろ、皆さんご存じやと思うんですけ
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ども、橋本市の補助金の要綱を見たら、５人

槽で33万2,000円、６人から７人槽で 41万

4,000円、８人から10人槽で54万8,000円とい

う金額が出てますよね、これ。こんだけもら

えたんですよ。もらえなかったから浄化槽つ

くってない家ってありますかね。家建てると

き、皆さん浄化槽自分で払ってるんですよ。

じゃあ、下水道いつ来るんですかと聞いたら、

わかりません。わかれへんけども、認可区域

に入ってるから補助金もらえないんですとい

う話になっている。じゃあ、外してあげたら

いいやないかという質問をずっとしてた。で

も、法的に難しい。 

 今、ほんまに英断してくれたと思うので、

それに関しては僕は責めてるわけでもないん

で、すごくありがたい。ただ、ここでほんま

に立ち返ってほしいのは、もらえなかった人

は、正直何でもらえれへんかったんかなと。

明確に、いや、こうやからもらえなかったん

ですと言えたらいいですけど、現状が変わっ

て工期が遅れたから、15年かかって、25年か

かってもらえない。それは理屈に合うてるん

で、それは理解しますよ。じゃあ、外したら

いいじゃないですか。僕はそこが一番気にな

る。これからのことも気になるけど、今まで

のことも気になる。 

 それで、別に今の担当課の方を責めようと

思ってないので、それはもう過去からのずっ

と経緯があるので、今、一生懸命やってくれ

ておるんで、それはそれで、ちょっと言葉過

ぎたら申しわけなかったんですけど、ちょっ

といろいろ調べたんですよ。僕も。そしたら、

いろんなところがあって、これは田布施町と

いうんかな、「公共下水道認可区域内において

も浄化槽設置補助を受けられる場合がありま

す。ご相談ください。」と、これは町でやって

おるんですわ。その中、いろいろ読んでいっ

たら簡単なんです。うちらと一緒。工期に時

間がかかるところ、そういったところは申し

出てくださいと。うちとこ、こんだけかかっ

てなかなか来ないんで、補助金、町の単費で

出してると思うんですわ。国からの補助とか

ないので全額補助というのはなかなか難しい

ので、かつらぎ町もたしかやってましたよね。

町の単費で出してましたよね。 

 だから、いろんな意見あるんやけども、僕

がここで言いたいのは、こんな状態で、自分

らで補助金ももらわんと浄化槽たてて、いつ

来るかわかれへん下水道が今来て、じゃあつ

ないでよってつなぎますか。そんな人います

か。合併浄化槽自分でつけて、何ら法的に問

題ないんですよ。 

 下水道法が施行されたのが、昭和33年４月

24日なんですよ。ですよね。ということは、

この時代というのはすごく環境汚染が進んで

いて、これ、以前、今県議になられた中西議

員もおっしゃってたけど、この時代はほんま

に下水道、下水道と言った時代やったと思う

んですわ。その間に単独浄化槽から合併浄化

槽に変わって、合併浄化槽の性能がすごく上

がって、環境にすごく良くなったと。下水道

の役割がかなりどうなんやという、見直しの

時期にもかなり来ている時代になっているか

ら、そういったのも考えて下水道事業進めて

いかなあかんよと、以前、もう６年ほど前か

な、おっしゃったの僕も覚えてるんですけど

も、それも踏まえて、僕も全く同じ意見なん

ですけどね。そんな状態がわかってありなが

ら、いつまでも認可区域の中に入れておいて

補助金もらえなかった人というのを、これか

らどう扱わなあかんのかというのを、今後や

っぱり考えていかなあかん。これ、大きな課

題ですよ。 

 今、ちょっとボールだけ投げさせてもらい

ますけど、答えをそんなすぐくださいと責め

る気も、責めてもこれ、もうどうしようもな
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いので。ただ、今後、行政がやってきた施策

の中で、やはり遅れを生じて住民の方が不利

益を得たことを、どうやってカバーしていく

かというのもセットで考えていかなあかんの

ですよ。外してこれからもらえる人、ほんで、

いや、外さなかったためにもらえなかった人、

そのくくりを移すのは難しいですよ。平成17

年から始まって、22年以降の人にはどういう

形であげるんかとか、いやいや７年後の人な

んかというのは難しいけども、でも、考えて

いかんと、これは、僕は不公平きわまりない

と思う。 

 これ、大事な話なので、これ、以前も言わ

してもうたんですよ。でも、正直何も進んで

ない。正直ね。お金かかるし、すごく難しい

話なので。でも、皆さん聞いてくださいね。

ほんまに。外せたものを外さないがために、

もらえなかった人がおって、何ら普通の浄化

槽と変わらないんですよ。それはちょっと胸

に置いておいてください。ちょっときついこ

と言うてるんで、自分でもわかってるので、

難しいこと言うてるのもわかってるので、今、

答弁は求めないですけども、ただ、ほんまに

考えてください。それだけ一点、要望入れて

おきます。 

 御礼に、解除していくという方向にしてい

ただいたというのは、ほんまにすごい一歩や

と思うので、それに関してはほんまに感謝し

てます。これから家建てる若い世代の方が、

本当に助かると思うし、いや、橋本市で住む

きっかけにもなると思うので、それはほんま

に感謝してます。だから、もう一点、大きな

問題を今後解決していけるために、また皆さ

んで考えてください。よろしくお願いいたし

ます。 

 ３番までは、もうこれで結構です。 

 ほんで、４番なんですけど、これもちょっ

と厳しいこと言います。今現状、下水道料金、

このままの現状で果たしてやっていけるのか

という問題が、大きな課題になってくると思

うので、実際、国土交通省のホームページで

いろいろ調べたんですけど、全国平均で、賄

えているというのがだいたい６割で、４割は

一般財源から繰り入れてもらっているという

形が多いと。だから、本市の場合は半分近く

が繰り入れになってるんかな。ちょっとその

辺、確認したいんです。 

○議長（中本正人君）上下水道部長。 

○上下水道部長（大倉一郎君）下水道事業の

場合の年間の予算でございますけども、約20

億円。この20億円については、維持管理費、

職員の給料、全部含めてのことなんですけど

も約20億円。そのうちの10億円については、

先行投資した起債の部分もございますので、

約半分、一般会計のほうから10億円繰り入れ

ていただいておるということでございます。 

○議長（中本正人君）14番 岡君。 

○14番（岡 弘悟君）ありがとうございます。 

 そしたら、これ、国土交通省のホームペー

ジというか、マニュアルが出ておるんですけ

ど、「持続的な下水道を実現するための管理と

経営に関する取り組みについて」という中に

もうたってあるんですけども、これから、今、

部長からもお話しいただいたんですけど、企

業会計になったら黒字めざしていかなあかん

ですよね。ということは、今の状態でいった

ら半分、単純計算ですよ、僕、ばかなこと言

ってますけど、単純計算さしてもうたら、今

の料金の倍もらわないと合わないじゃないで

すか。でしょう。 

 そしたら、僕が一番気になるのは、下水道

事業というのは、上水道、水道の事業と違っ

て、別に下水道につながなくても合併浄化槽

もともとあった人は、それでもよかったんで

すよ。こんなん言うたら悪いけど。下水道事

業に反対しているわけじゃないけど、はっき
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り言うて市民の立場から言うたら、今の料金

やから合併浄化槽とほぼ同じ、もしくはちょ

っと安く維持できるという話になっておるけ

ども、これは将来的に、僕個人の意見ですよ、

僕は絶対上がる、上げないとやっていけない

もん。市だけ違いますよ。県も。絶対上がら

なやっていかれへん、これは。 

 ということは、やはりここにも書いてある

んですよ。適正なコストも考えていかなあか

んけど、住民の理解もちゃんと得なあかんよ

と。ということは、もう正直な話、上がらん

はずがないと、僕は個人的には思ってます。

やっぱり、接続する人に、市民の方にもその

情報というのは開示していかなあかんと思う

んですよ。理解を求めていかんと。 

 つまり、環境基準を、ほんまに下水ってマ

ックスええと思いますわ。環境に対してはマ

ックスいいんでしょう、きっと。合併浄化槽

よりはいいと思います。水がきれいな、全く

汚れた水が入らないので、すごくいいと思い

ます。ただ、それにはコストがかかるんやと。

みんなで、環境を守るためにはコストがかか

るという考え方をもとに、大きなお金が必要

なんですというような説明しかないでしょう。

維持していくためには、そんな上げていけな

いですよね。実際、環境にはすこぶるいいの

で、合併浄化槽と同じ値段でやれるというの

は、まあまあ夢物語か、特に橋本市みたいな、

こんな山岳地帯ではね。夢物語なんかなとい

うのはもちろんわかるんです。 

 ただ、ほんまに今の情報というのは、やっ

ぱり開示していかなあかんですよね。さっき

も言いましたけど、上水道と違って、別につ

なげんでもやっていけるもんなんですよ。そ

れは、ある人が、皆持ってる合併浄化槽につ

ないでいる人が、あえて下水道にまたつなぎ

直してくれると思うんですよね。でも、今の

値段で皆さん考えてしまうけど、将来的には

100％僕は上がると思う。僕はね。上がらんと

いうんやったら、それでいいですよ。絶対上

がると思う。下がることはない。僕はそう思

います。100％。今の状況見たらわかりますも

ん。 

 だから、ここにも書いたように、やっぱり

そのコストを、これから適正な価格の設定も

全部うたってますわ。適正な価格も設定して

いけというのは、これは結局、企業会計に移

行していくので、それは国が見たいんですよ

ね。それは見たいのはわかるんですよ。でも、

僕がここで気になるのは、赤字やからという

て、国は補填してくれないでしょう。僕、い

つもこれ、思うんですよ。赤字やったら自分

らで、自助努力で上げないと補助金が下がり

ますよみたいな話は多いんやけども、出した

ろという話は少ないんです。 

 だから、それも含めて、やっぱりこの計画

自体を考えていかなあかん時期に来ていると

いうのは、それが言いたかったんです。計画

自体も考えて、ただ、先ほど部長も答弁いた

だいたんであれなんですけど、県とかほかの

町とも関係しているので、ただ、何ていうん

ですかね、僕ばかりしゃべって、時間もたっ

たんで要望で終わりたいんですけど、ほんま

に下水道、いや、自分とこの地域はもう下水

道さほど要らんよと。もう浄化槽で十分やと

いう地域が例えばあったとしますよね。例え

ば、それが10軒ぐらいの単位で、村単位で、

そこに何億円ものコストをかけて下水道を引

くという事業になったとしますよね。そした

ら、もしそこが、いや、うちは下水道要らん

のやという話をしてくれるんであれば、やは

り補助金等で、新しくつけてなくても補助し

ていって、下水道の建設コストを削っていく

というんかな、それ、変な話、流域との兼ね

合いがあるというけど、流域、何百件も減ら

すわけじゃないでしょう。そういう地域が橋
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本市で、実はぽつぽつあると思うんですわ。 

 別に、ほんまにこれ、地域の方の理解がな

いとできないですけども、お互いのメリット

を考えて話を進めていけば、たとえ数千万円

でも削減できると思う。やはり、そういった

ことも市でできること、県とかほか２町で話

しをしないとできないこともあるけども、市

で単独でできて削減できるところは削減して

いかないと、これは部長に聞きたいんですけ

ど、僕もだいたいの年数は知ってるんですけ

ど、計画区域を終わらすまで、あと何年かか

るんですか。 

○議長（中本正人君）上下水道部長。 

○上下水道部長（大倉一郎君）計画区域の全

体の事業費が約500億円ということになりま

す。それで、今現在、260億円程度が終わって

ますので、あと240億円が残るという形になり

ますので、４億円ベースでいきますと約60年

間かかっていくという形になります。 

 それで、先ほど議員のおただしになります

けども、非常に企業会計になったら下水道料

金が上がってくるのかというようなおただし

もいただきましたけども、企業会計になれば、

維持費、減価償却費も計上していくような形

になりますので、現在の下水道料金、150円以

上は必ず上がっていくという形になります。 

○議長（中本正人君）14番 岡君。 

○14番（岡 弘悟君）言いにくいことを正直

に答えていただいたようで申しわけなかった

んですけど、ほんまに上がるものは上がるん

です。自分自身はそう思ってます。だから、

やはり計算して、先ほどのホームページを見

たら、自分とこがだいたいどれぐらいで維持

していくかという、「スイスイくん」という計

算するソフトがあるらしいです。入れたら自

分とこ、だいたいどれぐらいで維持できるか

というのがわかるらしいので、目安にはなる

と思うので、１回使ってもうたらええかなと

は思うんですけども、本当にたとえ数百万円

でもコスト削って、早く計画区域をやってい

かなあかんという中で、自分とこでできると

こは自分とこでやっていく。県と相談して、

九度山町とかかつらぎ町とも話しして、でき

ることはそれでやっていく。やはりその二本

立てでやっていかんと、この計画区域60年と

いうのは、なかなか縮まることがないと思う

ので、それは橋本市でできること、まず、そ

こから始めていただきたいと思います。 

 最後、本当に先ほど言うた話と、この話も

含めて、この三つというのは、やはりこの下

水道事業については、本当に今後柱になって

くると思いますので、時間はかかると思いま

すけども、どうぞ前向いて進めていっていた

だけるよう、よろしくお願いいたします。 

 一点目、終わります。 

○議長（中本正人君）次に、質問項目２、地

域と行政が連携した買い物支援事業に関する

質問に対する答弁を求めます。 

 経済部長。 

〔経済部長（笠原英治君）登壇〕 

○経済部長（笠原英治君）地域と行政が連携

した買い物支援事業についてお答えします。 

 本市のみならず、高齢化社会の問題は今後

ますます深刻になり、買い物弱者も増えてい

くため、早期の対応が必要であると認識して

います。 

 経済産業省では、買い物弱者を応援する方

法を大きく三つ挙げています。一つ目は、身

近な場所で店をつくること、二つ目は、家ま

で商品を届けること、三つ目は、家から人々

が出かけやすくすることです。 

 その中で、家まで商品を届ける本市の事例

として、ネットスーパーオークワや松源のゲ

ンキ宅配便が市内でも利用されています。こ

れらのメリットは無料の会員登録をすること

により、配達エリア内に住む人であれば、注
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文した商品が自宅まで配達されるというサー

ビスです。また、一定額以上の買い物をすれ

ば送料が無料になる仕組みです。問題点は、

自宅から注文するときに、高齢者のみの世帯

であればインターネットの利用ができない

方々がいることです。 

 ご質問のとおり、地区の集会所等に毎週定

期的に集まり、各地区の買い物支援員がタブ

レット端末の操作をお手伝いする体制づくり

は、現実的な対策として有効であると考えま

す。 

 ただし、橋本市独自の買い物支援システム

がないため、取り組むとすれば、まずはネッ

トスーパー等の既存のシステムを活用するこ

とになります。本来、小規模商店の商品を含

めた買い物支援システムを導入し、買い物支

援を進めることが大切だと考えますので、今

後は、少ない費用でシステム構築できるかを

研究するとともに、買い物支援員等の人材支

援を含めた総合的なかかわり方も研究してま

いります。 

○議長（中本正人君）14番 岡君、再質問あ

りますか。 

 14番 岡君。 

○14番（岡 弘悟君）ありがとうございまし

た。 

 今でも橋本市の中でも、もちろんあるのは

知っておるんですけども、今、部長もお答え

いただいたように、僕の言っているのは、本

当に集会所に、集会所というのは、ただ単に

その地域にあるので、別に集会所じゃなくて

もいいんですけども、決まった日に集会所等

に集まっていただいて、そして、行政なり、

地域の方がお年寄りのサポートをしながら買

い物支援をしていくという地域一体型なんで

すけども、これは多くの市町村で、実際もう

始めているところ、多いです。 

 特に中核を担っているのが、集会所等に出

向いてお年寄りのお話しを聞いたりとか、買

い物を手伝っている中核を担っているのが、

社協が多いですよね。社会福祉協議会。橋本

市でも立派な社協があるし、集会所等も各地

に点在してますし、人材も多くの地域の方も、

リタイヤされた方も、パソコン使える方も多

くいてる中で、システムの問題を今おっしゃ

ってましたけども、ハード面では、僕はでき

ると思うんです。ハード面ではね。まず一点

クリアできるのは、ハード面ではクリアでき

ると思うんです。 

 そこで、ソフト面のお話しされてましたけ

ど、資料を皆さんにお配りしようと思ったん

ですけど、ちょっと時間がなかったんで、こ

れなんですけど、自治体向けアンドロイド端

末活用、ライフコミュニケーションサービス

という、実はもう、こういった端末のソフト

があるんです。いろんなところで。もう既に、

買い物支援できるように、各自治体が使える

ように、端末の中のソフトをつくってくれて

るんです。特に有名なのは、ＮＴＴの西日本

ではまだ行ってないですけども、東日本でや

ってるフレッツマーケット。これ、フレッツ

マーケットというのを導入したら、そのソフ

トでできるんです。地域の方がそのフレッツ

マーケットに加盟してやればできるんです。 

 これ、ＮＴＴの東日本なので、調べたんで

すけど、まだ西日本はサービス始まってない

んですよ。ただ、別にこれに頼らずにでも、

ほかでもいろいろ端末ソフトはありまして、

価格の差はあるので、安全性もあるので、行

政が使うとなったら、なかなか決めていくの

は、どれがいいかというのは時間はかかると

は思うんですけど、やろうと思えばできると

思うんです。 

 各橋本市内の大規模店舗、あと個人商店さ

んらで、まあ言えばマーケットを構築してい

ただいて、そして、その中で商品をやりとり
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していくという方式。それは、市内で買い物

をしていただけるというメリットもあります

し、市内業者も買っていただける可能性が広

がるという意味では、すごくメリットがある

し、買い物される方も、買いに行くのがなか

なか難しいという方も自宅まで配送していた

だけるので、その辺は両方ともにすごくメリ

ットがあるんかなと。 

 一点、気になるのは、じゃあ大型店舗と同

じ品物を並べて、個人商店が売れるんかとい

う話は、僕、出てくると思うんです。でも、

今現在、大型店舗あって、大型店舗に行った

人が、帰りにじゃあ個人商店も一緒に見て、

どっちがええか見て買おうかという人います

か。いないでしょう。だから個人商店が廃れ

るんですよね。でも、同じフィールドで品物

を見比べてもらえるというチャンスが僕は生

まれると思う。今はそのフィールドに上げて

ももらえてないですよ。 

 そしたら、売り方によっては、価格は高い

けども生産者から何から、糖度から何から違

う甘いトマトやったら買いますという人もい

ますよね。ランチで行くイタ飯屋がすごくは

やるのと、あと、すごく高級なイタリア料理

屋がすごくはやるのは、これはもう完全に狙

っているターゲットが違うからでしょう。売

り方さえ変えれば、ターゲットさえ変えれば、

個人商店もビジネスチャンスが生まれると思

うんです。 

 だから、本当にみんながいいものを売って、

そして、価格で勝負をするのか、物で勝負を

するのかと、いろんな考えがあると思うんで

す。商売人。その中で、競争できるほんまの、

地域の商売にとってもプラスになる。だから

こそ、僕はこういったサービスをやっていけ

ば、行政がやるべき買い物支援の一番の形な

んかなと思うんですけども、部長、その辺は

いかがでしょうかね。 

○議長（中本正人君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）ただ今議員からお

ただしありました、商店街の商品も買い物支

援システム活用できましたら、非常に商店街

の商品のＰＲにもなりますし、結果、直接商

店街のお店に問い合わせしたり、購入したり

するきっかけにもなっていくと思います。 

 ただし、議員も言われたように、大手のス

ーパーに限った買い物支援システムであれば、

場合によっては商店街とか、小さな、小規模

の商店に関して、圏域を犯していく可能性は

あるかもしれません。少なくとも、ネットス

ーパーなんか利用するんであれば、スーパー

にはない中小商店の商品の取り扱いが可能な

ようにして、本当に独創性のある商品、ブラ

ンド力の高い、そういった商品を、スーパー

の商品と一緒に購入できるようなシステムを

構築することが大切だと考えます。 

○議長（中本正人君）14番 岡君。 

○14番（岡 弘悟君）ありがとうございます。 

 ほんまに、今、僕は、社協が地域住民の窓

口になったらいいんじゃないかなと個人的に

は思っておるんですけど、商売される方のマ

ーケットの窓口になるのは、商工会があるじ

ゃないですか。商工会議所もあるじゃないで

すか。やはり窓口になって、個人商店の方も

結局は、買う側もそうなんですけど、載せる

側もようせんのですよ。じゃあインターネッ

トにどうやって載せて販売していったらいい

んやというのもわからない。ノウハウもない。

やはり、そういうときに窓口をするべき団体、

僕は今、商工会議所と商工会を言わしていた

だきましたけども、一番自分も入ってて、わ

かりやすいんで、ちょっと名前お借りしまし

たけども、やはりそういった窓口になってい

るところが、商業の発展のためにそういうの

も、個人商店にもノウハウを教えていくとい

う形をとれば、僕、個人も気軽に参加しても
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らえると思うんです。 

 何も、無理に売っているわけではないので、

商品を並べておいて、買う側はお客さんが選

ぶのでね。ただ、買い物をできない方に、い

ろんなバリエーションで見ていただいて、い

ろんな嗜好される方がいますよね。高くても

いいものが欲しい方もいるし、いや、安いほ

うがいいという方も。だから、そういうバリ

エーションを、店にしても、やっぱり個人商

店を入れていくべきやと思うし、一番、ほん

まのお題目の買い物支援ができると思うんで

す。 

 これ、ほんまに週に２回でもそれをやって

あげたら、もうあとは荷物運ばんでも、自宅

に買い物したものが届くんです。僕、買い物

支援でいろいろ考えて、いろいろ悩みました

けども、いろんな方法はあるのはあると思う

んです。ただ、地域と連帯して行政もやって

いく中で、互いに協力していくというのが最

終的には一番大事なんかなと。つまり、移動

販売とかいろんな方法があるけども、移動販

売するにしても、行政が本当に手助けすると

いう形になってきたら、補助していくとかい

う形になっちゃうじゃないですか。つまり、

いろんな部分で赤字が生まれたりとか、そう

いった部分で、商店との、商売と行政の考え

方というのは違うので、なかなかお互い話し

できない部分はあるんやけど、これはシステ

ムづくりだけをやって、あとのやりとりとい

うのは民民の話で、売れなくてそのマーケッ

トからおりるという方はやめはったらいいだ

けで、いや、商売になるよという方は、どん

どんどんどん参加してもらったらいいという

やり方なので、別段、補助金出すとすれば、

各集会所に１台入れるタブレットに補助金付

けて、あとは通信費は各自治会で払ってもら

ったらいいというぐらいかなと僕は思うので、

非常に安くつくし、今後の課題としてでいい

んですけど、ちょっと考えていただいたらい

いと思うんです。非常にええシステムやと思

うんですけどね。 

 ただ、ほんまに教える人がいないとできな

いんです、これ。それは地域の方でもいいし、

社協、例えばの話ですよ。社協でもいいんや

けども、そういった形で地域と、行政と、商

工業者と巻き込んで、皆でつくり上げていき

ましょうよというシステムなので、投げっ放

しにしちゃうと、とんでもないことになるの

で、皆でつくり上げていくええシステムやと

思うんですけども、部長、もう一回だけちょ

っと答弁いただけますか。 

○議長（中本正人君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）高野口町の商工会

とか、橋本商工会議所であったり、事業所支

援を行う事業ですので、地域の中小商店を応

援する目的からしても、積極的にこういった

商工団体がかかわっていただく必要はあろう

かと思います。 

 それと、確かにタブレットの使用支援とし

て、全国の事例を参考にしますと、ＮＰＯの

法人であったり、社会福祉協議会であったり、

先ほどの商工団体、そういった方々の事例が

あります。行政が支援する場合は、買い物支

援だけじゃなくして、例えば健康診断であっ

たり、暮らしの相談であったり、介護の相談

であったり、そういったことも含めて総合的

に考えておる事例もたくさんありますし、橋

本市も、買い物支援だけに限って集会所に集

まってという形はなかなかとりにくいかと思

います。 

 県内でも、田辺市なんかは、県の補助金を

いただいて、これは過疎地域の振興施策とし

て龍神地域に光ファイバーの整備をしまして、

田辺市がサポーターを派遣して、ネットの発

注のそういう支援を高齢者に向けてしている、

そういう事例もあります。そういったところ
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をいろいろ参考にしながら、一番より良いも

のを、行政として総括的に考えていく必要が

あるんではないかと考えます。 

○議長（中本正人君）14番 岡君。 

○14番（岡 弘悟君）これが一番とはいいま

せんのでね。ただ、一例としてお話しはさせ

ていただきました。ただ、ほんまに自分自身

思うのは、本市は光ファイバー、光回線もほ

ぼ通っています。ＮＴＴが引いてくれました。

行政がなんや補助金出して引く必要もほとん

どないでしょう。あとはハードがあればつな

げるだけです。ソフトがあったら入れるだけ。

あとは商工業者とタイアップして、誰が売っ

てくれるんか。誰が買うんか、誰が教えたる

んかという仕組みさえつくってあげれば、あ

とは勝手に転がっていくんだと思います。 

 簡単そうに見えて、すごく力の要る作業や

けども、でも、本当にいろんな地域で満遍な

くサービスを提供しようと思えば、物理的に

人間が足りないので無理です。移動販売にし

ても、結局、物理的にしんどい部分が出てき

ます。でも、タブレットさえあれば、その地

域、その地域がつながって、少人数の人が教

えてあげれば、多くの方が買い物できる状態

になる。やはりそういったシステムを構築し

ていくというのは、今の橋本市の買い物難民

の皆さん、特に、買い物難民と言いながら、

本当に若い方も、いや、どこに買い物に行っ

たらええんやろうという方もいらっしゃいま

す。 

 だから、個人で持ってる方は個人でできる

んやけども、やっぱり高齢者というのは自分

でできないので、そういう部分で行政が助け

ていくというのは僕は大事なことやと思いま

す。そういうやり方でこそ、初めて僕は市民

協働・参加型の社会が構築できると思います

ので、一例として紹介させていただいたので、

今後検討してください。 

 以上で終わります。 

○議長（中本正人君）14番 岡君の一般質問

は終わりました。 

                     

○議長（中本正人君）お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ延会し、明

６月23日午前９時30分から会議を開くことに

いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中本正人君）ご異議なしと認めます。 

 よって、そのように決しました。 

 本日は、これにて延会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

（午後４時48分 延会） 

                                           

 


